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研究成果の概要（和文）：デジタルサイネージ（電子看板）とは、表示と通信にデジタル技術を活用して平面ディスプ
レイなどによって映像や情報を表示する広告媒体である。従来技術である視覚のディスプレイに対し、本研究では、表
示部材の表示面を触ることによって、視覚情報に適した冷温や硬軟触表示を視覚と同一箇所に表現を感受することがで
きるディスプレイ装置を提供する。これまでの実験的な試作を基に、視覚効果だけでなく触ることによる体験できる新
しいディスプレイとして共有できるディスプレイデザインの可能性を提案し、安全や有効性など人間工学的なデータ収
集や表示の最適化を図ることで、デジタルサイネージとして実社会へ向けた実用化の検討を図った。

研究成果の概要（英文）：Digital Signage is a (digital signage), it is an advertising medium that displays 
images or information, such as by a flat display with the help of digital technology to communicate with t
he display. To the display of the visual is prior art, in this study, by touching the display surface of t
he display element, a display apparatus can be sensitive representations at the same position as a visual 
display tactile hardness or cold suitable for visual information provide. Proposed the possibility of disp
lay design that can be shared as a new display to experience due to the fact that on the basis of the prot
otype experimental so far, touch as well as visual effects, best of the display and data collection ergono
mic such as efficacy and safety by to achieve the reduction, it was attempted to consider practical toward
s the real world as digital signage.
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1. 研究開始当初の背景 
 デジタルサイネージ（電子看板）とは、表

示と通信にデジタル技術を活用して平面デ

ィスプレイなどによって映像や情報を表示

する広告媒体である。従来技術の視覚のデ

ィスプレイに対し、これまで障害者と健常

者が情報を共有できる場の構築を目的とし

た、触覚のインタラクションのあるアクセ

シブルな視触覚ディスプレイの開発や触覚

コミュニケーションのデザインの研究を行

ってきた。従来のデジタルサイネージ用デ

ィスプレイは視覚で表現を感受できるもの

が大半で、触覚によりインタラクティブに

表現を感受できるものは少ない。 
 
2. 研究の目的 
  これまでの本研究室の研究により、表示

面に視覚および冷温覚をインタラクティブ

に感受できる表現発現手段を備えたディス

プレイ装置を開発した。従来技術である視

覚のみ触覚のみのディスプレイに対し、本

技術では、表示部材の表示面を触ることに

よって、視覚情報に適した冷温覚表示を視

覚と同一箇所に表現を感受することができ

るディスプレイ装置を提供できる。 
また、同研究では、様々な触覚をもつ視触

覚ディスプレイの研究として、硬軟感覚を

インタラクティブに表示できる視触覚表示

や毛を使用したインタラクティブな凹凸表

示のディスプレイを開発している。（特許申

請）これまでの研究成果公開として、実験

的な開発と一般へのデモ展示はされたが､

一般への普及のための性能の検討やさらな

るデータ収集が急務である。本研究によっ

て、特にデジタルサイネージとして実用化

へ向けて、生体計測による人間工学的なデ

ータ収集や有効性の検証、また、障害のあ

る人に対してのデジタルサイネージの有用

性の検討、低コストで有効な冷温表示技術

の開発など、より実社会へ向けた安全で実

用的な検討を図る。 
 
3. 研究の方法 
触視覚ディスプレイによるデジタルサイネ

ージデザインの実用化に向けた技術開発と

検証のために、本研究では、これまでの研

究を基にデジタルサイネージとしての視触

覚ディスプレイの技術の最適化とデザイン

および人間工学的な検証を促進させる。研

究体制として、インタフェースデザイン、

技術開発、人間工学データ収集を分担し、

各技術的基盤の実験を進めることを通じて

人間工学とディスプレイデザインの基礎か

ら実装への研究を通して行う。研究内容は

下記の４点を、中心に研究を遂行した。 
1)	
 触覚のインタラクション設計、実験的な

ディバイス制作,ハードウエアの最適化、ユ

ニット化への技術開発	
 

2)	
 CG 画像の生成、提示画像の書き換え、

遠隔地からの操作が容易なソフトウエア開

発 
3)触覚に関する基礎研究及び体験者の安全

性についての人間工学的データの検証 
4)障がいのある方が使用した場合のデータ

収集 
研究成果は国際的な論文発表と共に、実際

に実装した展示として一般公開し、一般市

民への科学技術と福祉社会への理解の役割

をも果たすと位置づけている。	
 

 
4. 研究成果	
 

	
 本研究では、研究計画に基づいてデジタ

ルサイネージとしての視触覚ディスプレイ

の技術の開発とデザインおよび人間工学的

な検証をした。 
1)ハードウエアの最適化、ユニット化への

技術開発では、デジタルサイネージとして

視触覚ディスプレイの技術的なユニット化

として温冷呈示ディスプレイ技術を使用し

たユニットの開発をした。まず、小型ユニ

ット９インチ８０ピクセルの温冷呈示小型

化ディスプレイを開発し、ディスプレイの

展示方法の検討を行い、一般への展示とし

て 2011 年 10 月 20-22 日日本科学未来館

での ASIAGRAPH,DCEXPO2011，にて展

示をおこなった。（図 1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         図 1 DCEXPO2011  
 
また、同技術を応用し描いた手書き文字が

消え、動き音を奏でる触覚ディスプレイ

HandON を開発し ACM,SIGGRAPH2013
で発表した。観客が直接参加できる手書き

文字とサイネージの融合は新しい表現とし



て期待できる。 
入 出 力 可 能 な 対 話 的 ス ク リ ー ン

I/O_SCREEN はプロジェクションマッピ

ングされたクリーン自体が入出力インタフ

ェースとなるサイネージシステムを開発し

た。 
回転体とブレーキを利用し、触覚呈示を行

う影絵体験システム「かげえ！メロス」は、

紙芝居仕立ての体験型のディスプレイとし

て学会はじめ 2014 年科学技術週間での日

本科学未来館での一般展示など多くの多様

な観客に体験をして頂き好評を得た。 
凹凸の触覚ディスプレイと音を組み合わせ

た PocoPoco を開発し、演奏できる視触覚

覚 デ ィ ス プ レ イ と し て ACM. 
SIGGRAPH2012Emerging Technologies , 
ACM.ACE2013 にて展示をおこなった。 
視触覚ディスプレイのデジタルサイネージ

としての利用について、参加者がディスプ

レイを触って参加するだけでなくワークシ

ョップを経験することでより積極的に関わ

れる実験として電磁石を使用した砂状のイ

ンタラクティブ触覚ディスプレイと小型デ

バイスを利用した参加型のサイネージシス

テムがACM.SIGGRAPH2014 Studioに採

択され発表をする。 
 
2)	
 CG 画像の生成、提示画像の書き換えが

容易にできるソフトウエアの開発として、

ディスプレイ上の画像をキャプチャし、そ

の色によって温冷呈示できるソフトウエア

の開発をした。小型ディスプレイに実装し、

「Thermo-Drawing」という作品で観客の

描いた絵に温度情報を付加することが出来

る呈示方法を提供した。また、１）で開発

した各ディバイスにあった CG 画像の生成

をおこなった。 
また、遠隔地からの通信技術も含めたソフ

トウエアの開発としては、スマートフォン

を使用し、複数のスマートフォンを制御し

デジタルサイネージとして開発できる「オ

タスター」やスマートフォンを使用しスポ

ーツ観戦で臨場感を付加できるアプリケー

ションの開発をした。 
 
3) 触覚に関する基礎研究及び体験者の安

全性についての人間工学的データの検証と

して、温冷感覚の基礎データの収集し論文

発表した。また本研究で提示する視覚＋触

覚を加えたディスプレイが、これまでの視

覚のみのディスプレイと比べて、デジタル

サイネージとして有効であるかどうかのデ

ータ収集をした。	
  
4)障がいのある方が使用した場合のデータ

収集として国立特別支援教育総合研究所に

はヒアリングをした。 
研究成果として原著論文 6 件、トップカン

ファレンスを含む国際・国内学会発表 51
件、一般公開の展示 11 件、受賞３件、報

道 20 件など専門分野に限らず一般市民へ

の科学技術の普及と福祉社会への理解に努

めた。	
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